
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝の「見守り隊」の皆様のご協力もありがたいですが、写真の

ようにきちんと並んで集団登校をする子どもたちもすばらしい

と感じています。まさに、これまでの伝統が脈々と引き継がれて

いる証だと思います。きっと子どもたちは「集団登校は並んで歩

くものだ」と思っているのです。 

これは安全であるとともに、リーダーの指示に従い、自分勝手

に行動しないという心を育てることにもつながるような気がし

ます。校内でも、きまりに従う素直な子が多いのも、うなずけま

す。「ならぬものはならぬ」という教え。大切にしたいです。 

文責 校長 白水 聡 
令和 4年 4月 7日号 

NO１ 

     東彼杵町立彼杵小学校 学校だより 
       校訓：「強く 正しく 朗らかに」 

学校教育目標：「ふるさとに愛着を持ち、心豊かにたくましく生きる彼杵っ子」 

今年の合い言葉「よく学び よく遊べ」 
         

いよいよ遠足へ出発です。シーサイド公園まで遠回りをして約

２ｋｍを歩きました。途中、息切れしそうになり、自分の運動不

足を痛感しました。 

現地では、みんなとても楽しそうに過ごしていました。汗びっ

しょりになって遊ぶ姿が数多く見られ、めざす姿「よく遊べ」は

見事に達成したと感じました。 

これまでの遠足と違って、人と向き合わないように食べること

や、おやつの交換はしないことなど、コロナ禍での注意事項があ

りましたが、それを守りながら過ごせました。 

４月のスタートにあたり、１年生の歓迎はもちろんですが、学

級の仲間づくりにもつながる取組ができ、実り多い一日でした。 

大きな事故もなく無事に終了できたことも何よりでした。 

お忙しい中、朝早くからお弁当の準備をしていただいた保護者

の皆様にも、心より感謝申し上げます。みんな嬉しそうでした！ 

 

きちんと並んで集団登校 

令和４年４月１４日 

NO．3 

校長 白水 聡 

歓迎集会・歓迎遠足 

「校長先生が決めるんでしょ？遠足、行きたいです！」と前日に子どもに聞かれ、返答に困ってし

まいましたが、おかげさまでいつの間にやら天気予報から雨マークも消え、とてもよい天気の遠足

日和になりました。 

まず、歓迎集会では５年生が花のアーチで１年生を迎えました。しっかりと６年生は手を引いて

リードしました。はじめの言葉は２年生が元気に行いました。１年生による自己紹介は、名前と好

きなもの（こと）を全員がはっきりと言えました。ゲーム（王様じゃんけん）は６年生の運営委員

が中心となって楽しく行いました。次に４年生が歓迎の言葉を述べました。「歓迎します」という

思いが十分に伝わりました。最後は３年生の登場です。遠足に張り切って行きましょうと、気合い

を入れました。全学年が役割をしっかりと果たし、力を合わせて作り上げた心温まる歓迎集会でし

た。 

私の大切な言葉 
「学ぶということは、変わることでもある。 

よりよく生きるために、過去の自分から少し変わるのです。」 
楽しみあるところに楽しみ 楽しみなきところに楽しむ」（吉川栄治） 

 


